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平成２８年度第２回スポーツ推進審議会 議事録 

 

１ 日 時：平成２８年 10 月 25 日(火) １6：３０～１７：５０ 

２ 会 場：青森市役所柳川庁舎 ２階 大会議室 

３ 出席者：奥 静子、柿崎 泰明、神 明彦、菅原 直人、高杉 勝彦、 髙畑 重光、 

竹内 勝雄、中田 吉光、増田 あけみ、森 淳子（１0 名） 

  事務局：部長 石澤 幸造、理事 横山 克広、次長 工藤 裕司、 

課長 木村 久美子、副参事 田村 亜希世、主幹 富岡 俊一、 

主査 澤 拓生、主事 榊 征也、主事 苫米地 登記子（９名） 

４ 概 要： 

1   開 会 

2   会長あいさつ 

3   会 議 

（1） 施設のあり方について 

（2） スポーツ団体等に対する補助金の交付について 

（3） その他 

4   閉 会 

 

  １ 「施設のあり方について」 

      ○「資料１ 体育施設の現状と課題」「資料２．市内なスポーツ施設」に

ついて 

            

     【委員】 

       市民体育館にはエレベーターがないため、高齢者等に適した機能がない。

また、天井にあるアスベストの対応が必要である。 

 

     【委員】 

       国体の実施が決定されている中、市の進め方はどうなっているのか。 

 

【事務局】 

  国体の実行委員会の方は組織され、県と一緒に動き始めている。今後ま

た色々な県内各市町村のやりたい種目など、具体的な内容をつめていく段

階になってきていることから、各市町村が競技団体と連絡をとりながら進
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めていきたい。 

 

 

【委員】 

       施設整備に当たっては、マージンがはねられることにより、下請け業者

が苦労しているため、この点にも留意してほしい。 

 

     【事務局】 

       確かにマージンは跳ねているかもしれませんが、なるべく今の市のシス

テムにおいて、そのような事にならないよう、昔と違うような契約方法を

協議していくこととなる。 

 

     【委員】 

       東京オリンピックの決定に伴い、施設整備に係る費用が高騰するため、

整備時期も考慮が必要である。 

   

     【委員】 

       施設整備や改修に当たっては、計画的に実施すべきであると考えている。 

 

     【委員】 

       今後も見据えて、東京に適したものではなく、雪国に適した施設を整備

する必要がある。 

       

     【委員】 

       市民体育館や市民室内プールの改修についてどのように考えているの

か。 

 

     【事務局】 

       市民室内プールは、改修により長寿命化を図っていきたいと考えている。 

       市民体育館については、学校や市民病院などの他の施設も考慮し改築の

検討をしていきたい。 

 

     【委員】 

       市民体育館を整備するに当たっては、避難場所などの災害対応の機能も

必要であると考えている。 

 

【委員】 

       体育館にはスポーツクライミングの機能も欲しい。 
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     【委員】 

       駐車場も狭いため、広く確保する必要がある。 

       

     【委員】 

       障がい者も利用できるよう、トイレやスロープなど、障がい者の導線に

も着目してほしい。 

      

【委員】 

       現在の市民体育館の建設費用はどの程度か。 

     【事務局】 

       概ね４０から５０億円である。 

       国の補助金などの活用も検討したい。 

  

     【委員】 

       アスパム周辺に雪に強い、ドーム型の施設があれば、スポーツの外、コ

ンサートにも活用できる。 

   

     【委員】 

       BMX やスケートボードなどのスポーツについて、委員の皆様はどのよ

うに考えているか。 

 

     【委員】 

       若者のスポーツという印象が強く、専用の場所を建てることは不要と考

える。たまり場となり、周囲から苦情が発生することが想定される。 

      

【委員】 

       ゲートボールについて、勝負にこだわりすぎる方も多いため、ついてい

けないメンバーがやめる場合が多い。 

      

２ 「スポーツ団体等に対する補助金の交付について」 

      ○「資料３ スポーツ団体等に対する補助金の交付について」 

【委員】 

       体育協会に関する内容について、青函対抗総合体育大会の種目を教えて

欲しい。 
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     【事務局】 

       年度毎に実施種目に増減があるが、サッカーや野球など合計１４競技あ

る。 

        

 

     【委員】 

       ふるさと海岸海水浴場に関する内容の中に、監視人の報酬とあるが、基

準の考え方を教えて欲しい。 

     【事務局】 

       市の臨時職員の規定を基準としている。概ね８００円から９００円程度

で定めている。 

     【委員】 

       補助対象経費に報酬の算出に当たって、開設期間や人数を教えて欲しい。 

     【事務局】 

       33 日間の開設で、作業人員は 2 名程度である。1 日につき、1 万円の

支払いをしている旨伺っている。 

     【委員】 

       利用者はどの程度か。 

     【事務局】 

       毎日５００人から６００人であり、親子連れが多い。 

      

     【委員】 

       市の体育協会の運営費はどうなっているのか。 

 

     【事務局】 

       運営費の中で、補助金の割合は高い。また、各競技団体さんからの分担

金などで活動している。 

     【委員】 

       加盟している各競技団体の分担金も安くできるよう、補助金の活用も検

討してほしい。 

     【委員】 

競技力の向上に向けて、県や市、各団体一丸となって、進めて行くべき

である。 

     【委員】 

このほか、小中学生・高校生など若い方の掘り起こしも重要であると考

えている。 

     【委員】 

体育協会の運営費は、市と体育協会が協議の上、精査いただきたい。 



p. 5 

     【委員】 

他県、他市町村の実態も参考にしてほしい。 

 

３ 閉会 

  その他報告事項等なしのため、閉会 


